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本 研 究 で は 台 湾 の 大 学 に お け る 日 本 語 の 専 攻 者 と 非 専 攻 者 を対象にアン

ケート調査（2012 年 9 月 ～ 11 月 、 全 12 校 1500 人、有効サンプル数 1267 人）

を行い、「SPSS」統計法によって検出した結果、両 者 に お け る 日 本 文 化 の 受 入

傾 向 、 日 本 語 の 習 得 状 況 及 び そ の 両 方 の 関 わ り 方 に つ い て の 相 違 点 を 以

下 の 三 つ に ま と め る 。  

一 、 文化の受入傾向：両者とも高めの水準に達し、専攻者より非専攻者のほう

がやや高くなっている。その中で、日本の自然・風土と国民性に対するイメー

ジが明らかによい傾きで、日本の流行文化に憧れている共通点が注目される。 

二 、 習 得 状 況 の 相 違 ： 非専攻者はこれまでの学習効果と学習満足度がやや高

く、学習の持続力が比較的弱いが、もっと日本語能力を高めたいとの意欲が強

く反映された。就職に役に立ち、検定試験に合格したいとの目標を明確に示し

た専攻者と対照に、非専攻者は日常生活での応用能力や会話能力等の重視がわ

りと顕著に現れている。 

三 、 文化受容と習得状況の関わり：受入程度によって、学習状況も異なってく

る密着な関連状態が両者とも検出された。要するに、専攻と関係なく、学習者

のもつ日本文化に対するイメージ、見方は、日本語の勉強志向や、学習意欲、

さらに学習効果等に強い影響をもたらした特徴が目立っている。 

 

以 上 か ら 示 唆 を 得 た 今 後 の 課 題 と は 、まず、「道具的志向」から「統合的志

向」へ：とくに専攻者の場合、日本語で「ビジネスできる」から「コミュニケー

ジョンできる」への重視をはじめ、異文化理解の深化や世界観の形成、国際視野

の拡大等を図ること。「機 能 的 」 目 標 を 明 確 に ： と く に 非 専 攻 者 に と っ て

、 日 本 語 を “ 習 う ” よ り 、 “ 使 う ” ほ う に 重 点 を お き 、 日 本 語 に よ る 意

思 伝 達 能 力 と 情 報 検 索 能 力 を 強 化 す る こ と 。 そして、文 化 を 取 り 入 れ た

日 本 事 情 科 目 の 増 設 ： 専攻と関係なく、身近な日本との関わりから“日本を

知るため”の立場を見直し、文化を超えて人間関係を作る能力の育成といった人

間教育の取り組みが肝要である。 
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